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２月27日
◆ 地域医療の危機について
病院長 近 藤 哲 夫
３月５日
◆ 腎瘻挿入患者のパンフレット活用による退院指導を
検討する
５階東病棟 木 村 文 香
３月26日
◆ 婦人科外来における検診台の消毒方法について効果
の検証
婦人科外来 対 馬 理 佳
４月23日
◆ 看護能力評価について
看護局長 木 下 正 子
５月28日
◆ セルフケアが困難な患者に対する口腔ケアを行って
の一考察
５階東病棟 宮 城 恵 美
６月25日
◆ 舌苔のある患者に対しセサミオイル酢を用いた口腔
ケアの結果の検証
６階東病棟 住 田 なつ美
７月23日
◆ 生活指導を通して患者にもたらした生活指導の実際
南４階病棟 相 田 桃太郎
10月１日
◆ 手術部位感染から考えるスタッフの意識調査とその
対策
中央手術室 須 藤 聡 子
10月29日
◆ 介助を要する患者の家族が必要物品をイメージでき
るオリエンテーションの実際
南２階病棟 小 林 美 奈
11月26日
◆ 新患患者の診察前検査をスムーズにするための案内
図の検証
内科外来 木 須 朱 美
12月25日
◆ 自立した食事に向け、音楽を取り入れパーキンソン
体操を行った重度パーキンソン病患者の変化
南３階病棟 中 野 恵 里
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
２月27日
◆ 地域医療の危機について
病院長 近 藤 哲 夫
全国的に看護師不足が問われている原因は、離職、診
療報酬改定による看護師の需要の増加、また、医師不足
は医療の細分化、労働条件の悪化、業務内容の増大など
がある。患者さんに満足のできる質の高い医療、看護を
提供するためには、労働条件がよく働きやすい職場作り
が必要であり地域医療を支えることにもなる。
３月５日
◆ 腎瘻挿入患者のパンフレット活用による退院指導を
検討する
５階東病棟 木 村 文 香
腎盂カテーテルを挿入したまま退院する患者が年間２
～３人おり指導はその場に当った看護師が口答で行って
いた。しかし、外来から退院指導の内容の問い合わせが
あり確認してみたところ、病棟での指導に統一性がない
ために患者に不安を与えていたようである。安心して日
常生活が送れるようにパンフレットを用いて指導してみ
た。その後外来で聞き取り調査し、更に効果的なものに
するために再度パンフレットの改善をすることとなっ
た。
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３月26日
◆ 婦人科外来における検診台の消毒方法について結果
の検証
婦人科外来 対 馬 理 佳
院内感染が問題になっている中で現在行っている検診
台の消毒方法が有効なのか培養したところ菌の増殖が見
られた。そこで ICTが介入し消毒薬を変えたところ細菌
数が減少したという結果が得られた。
４月23日
◆ 看護能力評価について
看護局長 木 下 正 子
経験年数別に能力評価表を取り入れることで個々の能
力開発を促し、年次別到達目標や個人目標を達成するた
めのスキルアップを目的とする。
５月28日
◆ セルフケアが困難な患者に対する口腔ケアを行って
の一考察
５階東病棟 宮 城 恵 美
口腔ケアの重要性を認識し治療だけでなく口腔ケアを
通じて患者の身体的苦痛を取り除き、周りの協力も得ら
れ患者のQOLの向上に繫げられた。
６月25日
◆ 舌苔のある患者に対しセサミオイル酢を用いた口腔
ケアの効果の検証
６階東病棟 住 田 なつ美
口腔ケアは清潔感や爽快感を与えるだけでなく、口腔内
の局所的感染防止や全身的な重症感染症の予防など治療
医学的意義が認識されている。今まで行っていた口腔ケ
アに効果がないため緑茶とセサミオイルが舌苔除去に効
果があることを知り取り入れた。結果、効果が得られた。
７月23日
◆ 生活指導を通して患者にもたらした生活指導の実際
南４階病棟 相 田 桃太郎
統合失調症患者は入院期間も長期になるため無為自閉、
意欲の減退、活動性の消失、依存傾向が強いため生活指
導が困難である。しかし、入浴の準備を自分から進んで
するよう指導した結果意欲を持って出来るようになっ
た。生活全般においてもなんらかの波及効果が得られた。
10月１日
◆ 手術部位感染から考えるスタッフの意識調査とその
対策
中央手術室 須 藤 聡 子
スタッフの感染対策の意識を高めるためと手術室の環
境を見直すためにも培養検査を行い看護師にアンケート
による意識調査も実施した。それを元に勉強会をした結
果、知識と理解が深まり意識の向上が図られた。
10月29日
◆ 介助を要する患者の家族が必要物品をイメージでき
るオリエンテーションの実際
南２階病棟 小 林 美 奈
病棟における要介助の患者を対象として日常生活援助
の中で使用するオムツや衣類などは個々多様である。入
院中に患者と家族の絆を途絶えさせないためにも持ち込
みを家族にお願いしている。しかし、従来のオリエンテー
ション用のパンフレットには詳しい説明がされていな
かった。家族にいかに明確な伝達が出来るかを考えパン
フレットの改善をした結果、効果が得られた。
11月26日
◆ 新患患者の診察前検査をスムーズにするための案内
図の検証
内科外来 木 須 朱 美
外来に来る患者さんはカウンターで問診を行ってい
る。その中でルーチンで検査が行われる。しかし、検査
の説明を十分行うことが出来ないため、検査の場所がわ
からずに困惑している姿や、システムがわからないため
に検査が終了しても基本票を持ったままだったり診療が
遅れることもたびたびあり、不安や不満に繫がっていた。
そこで案内図を作成し活用した結果、効果が得られた。
12月25日
◆ 自立した食事に向け、音楽を取り入れパーキンソン
体操を行った重度パーキンソン病患者の変化
南３階病棟 中 野 恵 里
パーキンソン病患者に対する音楽療法が注目されてい
る。統合失調症患者の重度のパーキンソン病のある患者
のセルフケア能力をあげるために音楽好きなことに着目
し、意欲的に取り組むことと、食事摂取行動を拡大する
ことを目的に体操を行った。自立性の低下を防ぐために
も患者の変化を見るためにも良い結果に繫がった。
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